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私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

痛みの少ない胃カメラ・大腸カメラ

和泉市尾井町2ー8ー6

TEL（0725）40ー0770

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● ● ／ ● ●
● ● ● ／ ● ／

日・祝
／
／16 30 ～： 19 30：

9 00 ～： 12 00：

胃がん内視鏡検診承ります
かんの歯科クリニック

１５００～： ２０００：
９ ００ ～： １３００：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● ● ● ● ●
● ● ● ー ● ●

日
ー
ー

休診日 日曜・祝日（但し、祝日のある週は木曜の午後も診療）

www.kanno-shika.com
ホームページからも診療ご予約いただけます

〒594-1101 和泉市室堂町608－40

FAX（0725）57ー6481
（0725）57ー6480

ム　 シ　 バ　ゼロ

和泉市山荘町1368ー1

社会福祉法人 悠人会
介護老人保健施設

サンガーデン府中サンガーデン府中
通所リハビリテーション  ショートステイ
訪問リハビリ  ヘルパーステーション
いきいきネット相談支援センター

介護・リハビリのことなら

TEL（0725）46ー2001

社会医療法人 

ペガサス

和泉市上町81番地

脳神経外科 ・ 内科 ・ 外科 ・ 整形外科
リハビリテーション ・ 予防接種

介護療養型老人保健施設エクウス内1階

院内薬局併設╱駐車場完備

馬場満記念クリニック

午後6 00～： 7 00：
午前9 00～： 12 00：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ／

TEL（0725）43ー2010

特定健診
市民検診

受付けます 社会福祉法人　和泉福祉会

ファミーユ

（0725）56ー2222
和泉市いぶき野5－5－1

介護老人福祉施設（29床）
ショートステイ（29床）

相続・税金はお気軽にご相談ください
公認会計士・税理士 杉 本 光 伸
税理士・行政書士 杉 本 太 平
税 　 理 　 士 杉 本あすか

杉本会計事務所

（0725）45ー2288

和泉市府中町２ー１ー３ 
（府中車庫前バス停すぐ）南海和泉府中ビル2階 

土曜・日曜 
も診察 
しております 

眼科一般・白内障、緑内障検診・小児眼科・レーザー治療など 

日本眼科学会認定　眼科専門医 

井手眼科 

１4 ００ ～ ： １9 ００ ： 
９ 4０ ～ ： １3 ００ ： 

月 受 付 時 間 火 水 木 金 土 
○ ○ ／ ○ ○ ○ 
○ ○ ／ ○ ○ ○ 

日 
△ 
△ 

祝 
／ 
／ 

（0725） 40ー5015 

初診・急患随時受付 
駐車場完備 

検索 井手眼科 

△第一・三日曜、休診

和泉市伯太町2ー31ー12
（0725）41ー2904

介護のことならお任せ下さい

（有）和泉ファミリーケア
　　　　居宅介護支援事業所
　　　　訪 問 介 護 事 業 所
　　　障害訪問介護ステーション
和泉市ホームヘルプ委託サービス
看護婦家政婦紹介所（厚生労働大臣許可）

支援費

介護保険

（0725）53ー1133

医療法人 和泉会

和泉市若樫町３０ー１

介護老人保健施設

一般入所・認知症入所 デイ（通所・パワーリハ有）
訪問介護ステーション　訪問リハビリ

特別養護老人ホーム ショートステイ
デイサービスセンター ヘルパーステーション
居宅介護支援事業所 障がい者相談支援センター
いきいきネット相談支援センター

地域包括支援センター 地域密着型介護老人福祉施設

和泉市和気町３ー5ー19
TEL（0725）46ー0460

ビオラ和泉

「愛と誠実」をこころに
私たちが全力でサポートします！

社会福祉法人 芳春会　和泉市老人クラブ連合会では、
平成 30年度もさまざまな事業
に取り組んでまいります。
　研修旅行や各種講演会、グラ
ウンド・ゴルフ、健康ウォーク
ラリーなど、会員一丸となって
盛り上げていきましょう！
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いつも笑顔を絶やさず

　　　　　素敵な日々を 森防水工業㈱
MORI waterproof industry CO.,LTD.

TEL（0725）45ー2234
FAX（0725）45ー2235

和泉市桑原町247ー5ー1

戸建～マンションまで
内外リフォーム承ります

　　　　ナカオは受注から納品までを
　　　　　ひとつの製品と考えます
（製缶、鈑金、溶接、金属表面処理、粉体塗装）

御賛助
　

小田店・工房　和泉市小田町３－２－１３
（0725）41ー0271

（0725）41ー3036

営業時間／9：00～19：00

和泉府中店　和泉市府中町３－１２－３０

御菓子司

24時間
営業

安全・安心の送迎
お近くでもお気軽にどうぞ
心のこもったサービスを心がけております
タクシーの御用命は

和泉タクシー㈱
0120ー138ー123

イ ザ ヤ  イ ズ ミ

和泉市和気町3－344－1
TEL（0725）41ー1600

本社製粉 和泉市寺田町1－1－10

埠頭サイロ 高石市高砂2－3－9

飯坂製粉株式
会社

FAX（072）268ー1887
（072）268ー1051（代）

FAX（0725）45ー0062
（0725）41ー2055（代）

和泉市観音寺町８５０番地の５ 

（0725） 46ー0680
FAX（0725） 46ー0681

延 時  隆 
税理士事務所 

法人・個人の税務申告代理
企 業 診 断 ・ 経 営 相 談
相 続 ・ 事 業 承 継 対 策

公認会計士・税理士

阪 広久事務所
泉大津市東豊中町1ー6ー25
（0725）46ー0123

イズミヤ　ニトリ　専門店
和泉市いぶき野５丁目１－１１
（0725）55－1008

大阪市平野区喜連西４ー６ー６９
高齢社会のパートナー 株式会社 博報社

（06）6797ー0212（代）

＊＊＊ 老人クラブ広報紙・名簿・回覧板制作 ＊＊＊

元気で明るい長寿社会の
　　　　　　　　実現が願いです

広報紙の存在はその過程への第一歩です。

365日【24時間】いつでもご連絡ください

お陰様をもちまして、今年で10年目を迎えました。

和泉市阪本町1225

（0725）46ー2740
FAX（0725）
TEL

45ー0108

株式会社 ウィル
和泉市府中町６丁目９－２６

有限会社

（0725）41ー1856
FAX（0725）41ー0206

大阪府レンタルおしぼり協同組合
レンタルおしぼり・紙おしぼり
業務用資材全般：イーシザイマーケット

高級貸おしぼり

WHITE SERVICE CO.,LTD

EVERS  CORPORATION

TEL（0725）41ー1655
FAX（0725）41ー1658

和泉市王子町3ー18ー17

http://evers.c.ooco.jp/
E-mail : evers.corp@nifty.com

和泉リサイクル環境公園

資源に変えるチカラ、自然に還すチカラ。

和泉リサイクルセンター

〒５９４－１１１６  和泉市納花町４０７－１５
定休日  月曜日

〒５９４－１１４４  和泉市テクノステージ２－３－２８
TEL（0725）54ー3061 FAX51ー3133

TEL（0725）55ー6969 FAX55ー9966

遺産相続・空き家対策
●賃貸仲介　●注文住宅
●住宅ローン相談
和泉市のぞみ野3ー4ー16

無 料 相 談

0800ー888ー8358

株式会社

ＹＳホーム 総 合 建 設 業 

和泉市伯太町2ー13ー20

（0725） 44ー3305FAX
（0725） 41ー2081（代） 

ガラス教室
とんぼ玉体験 要予約
平日: 1時間1,500円 
土曜 : 2時間2,500円 

 和泉市幸2ー11ー30 

バーナーワーク用品・いずみ硝子製造販売

ガラス細工・食器・置物 
ガラスアクセサリー販売 

TEL （0725） 41ー0146 FAX 45ー7321 
www.satake-glass.com 
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職

氏　

名
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長
沖
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和
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長
仲
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千
弓
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月 日 事業名

4 29日㈰ 総会

5 17日㈭ グラウンド・ゴルフ大会

6
15日㈮ 囲碁・将棋大会

20日㈬ 第２回 和泉市ウォークラリー大会

7
１日㈰ すこやか和泉40号 発行

12日㈭ 第２回 ニュースポーツ講習会

9

７日㈮ 市老連大会

21日㈮ 府老連大会

27日㈭～28日㈮ 研修旅行（北陸方面・山中温泉）

10 17日㈬ ペタンク大会

11
２日㈮ 社交ダンスパーティー

未定 秋の健康ウォーキング

12 ５日㈬～７日㈮ すこやか文化祭

1
1日㈷ すこやか和泉41号 発行

19日㈯ 「笑いと健康」講演会

※ 毎月初旬に校区会長会議を開催しています。

　
退
任
さ
れ
ま
し
た
校
区
会
長
は
次
の

通
り
で
す
。
長
い
間
の
ご
尽
力
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
敬
称
略

※
敬
称
略

　

４
月
29
日
㈰
、
和
泉
シ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
平
成
30
年
度

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

司
会
の
三
井
ヤ
ヱ
子
副
会
長

に
よ
り
開
会
が
宣
言
さ
れ
た
後
、

構
成
員
２
５
１
名
の
う
ち
出
席

者
１
５
４
名
・
委
任
状
37
名
で
、

本
総
会
の
成
立
要
件
を
満
た
し

て
い
る
旨
を
会
場
に
告
げ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
門
林
淳
会
長
か

ら
主
催
者
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

「
昭
和
37
年
の
発
足
以
降
、
会

員
増
加
が
続
い
て
発
展
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
を

境
に
毎
年
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
平
成
29
年
度
は
会
員
の
生

き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、
生
活

を
豊
か
に
す
る
活

動
を
は
じ
め
、
各

地
域
に
根
差
し
た

い
ろ
い
ろ
な
取
り

組
み
を
実
施
し
、

高
齢
者
福
祉
の
向

上
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
今
年
度
は

そ
れ
ら
活
動
に
加

え
、
ア
ナ
ロ
グ
か

ら
デ
ジ
タ
ル
へ
移

行
す
べ
く
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
立
ち
上

げ
、
よ
り
開
か
れ

た
和
泉
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
と
し

て
会
員
増
強
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
す
」
と
力
強
く
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
、
来
賓
を
代
表
し
て
辻

宏
康
和
泉
市
長
か
ら
言
葉
を
頂

戴
し
、
有
里
榮
陽
和
泉
市
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
な
ど
来
賓
紹

介
を
経
て
、
各
議
案
の
審
議
へ

と
移
り
ま
し
た
。

　

会
則
に
則
り
、
門
林
会
長
を

議
長
に
選
出
し
、
議
事
に
入
り

ま
し
た
。

【
第
１
号
議
案
】

▼
平
成
29
年
度
事
業
実
施
報
告

　

脇
田
健
一
副
会
長
が
総
会
議

案
書
に
基
づ
い
て
、
主
な
事
業

の
活
動
内
容
を
報
告
。
議
長
が

質
問
・
意
見
を
会
場
に
諮
っ
た

と
こ
ろ
「
異
義
な
し
」
の
声
が

あ
り
、
報
告
の
と
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
第
２
号
議
案
】

▼�

平
成
29
年
度
収
入
支
出
決
算
報

告
及
び
会
計
監
査
結
果
報
告

　

鈴
木
武
会
計
が
総
会
議
案
書

の
決
算
報
告
書
に
よ
り
、科
目
、

決
算
額
、
差
額
内
容
お
よ
び
特

別
会
計
を
詳
細
に
報
告
。
続
い

て
、
山
下
純
雄
監
事
か
ら
「
４

月
５
日
に
大
嶋
二
郎
監
事
と
関

係
書
類
、
諸
帳
票
の
監
査
を
実

施
し
、
不
備
や
誤
り
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
」
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。議
長
が
質
問
・

意
見
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
会
計

報
告
の
△
印
の
意
味
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
り
、
質
問
者
に
内

容
説
明
の
う
え
了
承
を
い
た
だ

き
、
そ
の
後
の
採
決
で
は
賛
成

多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
３
号
議
案
】

▼
平
成
30
年
度
事
業
計
画（
案
）

　

脇
田
副
会
長
か
ら
議
案
書
に

基
づ
い
て
基
本
方
針
、
重
点
目

標
で
あ
る
生
き
が
い
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
説
明
、

提
案
さ
れ
ま
し
た
。「
会
員
増

強
は
組
織
の
強
化
と
活
性
化
に

欠
か
せ
な
い
重
要
な
課
題
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
出
席
者
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。議
長
が
質
問
・

意
見
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
質
問
が

な
く
、
賛
成
多
数
で
承
認
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
４
号
議
案
】

▼
平
成
30
年
度
収
入
支
出
予
算（
案
）

　

鈴
木
会
計
よ
り
予
算
書
案
に

基
づ
い
て
科
目
、
予
算
額
、
備

考
欄
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
前
年
度
と
相
違
す
る
箇

所
に
つ
い
て
は
詳
細
に
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
議
長
が
質
問
・

意
見
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
印
刷

費
の
科
目
で
昨
年
度
と
本
年
度

の
予
算
額
の
差
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
、
昨
年
度
の
決
算
額
を

確
認
し
た
上
で
今
年
度
の
予
算

額
を
修
正
し
た
旨
の
回
答
が
な

さ
れ
、
質
問
者
も
了
承
。
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
承
認
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
議
事
が
終
了
し
、
議
長
か

ら
議
事
進
行
の
お
礼
が
述
べ
ら

れ
、温
か
い
拍
手
の
な
か
降
壇
。

そ
の
後
、
改
選
さ
れ
た
役
員
、

校
区
会
長
、
女
性
部
幹
事
、
若

手
部
副
部
長
の
紹
介
が
あ
り
、

最
後
は
、
坂
倉
良
文
副
会
長
の

閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
も
っ
て
、

平
成
30
年
度
総
会
は
滞
り
な
く

終
了
し
ま
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
、
和
泉
市

高
齢
介
護
室
よ
り
『「
介
護
保

険
制
度
」
と
「
地
域
づ
く
り
」

〜
お
た
が
い
さ
ま
の
わ
が
ま
ち

づ
く
り
〜
』
と
題
し
た
研
修
会

が
行
わ
れ
、
介
護
保
険
の
仕
組

み
、
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
利
用

方
法
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を

受
け
、
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
も
知

識
を
深
め
ま
し
た
。（

総
務
部
）

平
成
30
年
度 

和
泉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

総
会

※
敬
称
略

退
任
校
区
会
長

平
成
30
年
度 

和
泉
市
老
連
役
員
・
校
区
会
長
名
簿

平成30年度 市老連行事予定

辻宏康 和泉市長

介護保険制度の研修を受ける参加者

会
員
増
強
に
向
け
て
意
欲
的
に
取
り
組
も
う
！

　

本
年
度
の
行
事
予
定
の
う
ち
、
す
で
に

総
会
な
ど
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
７
月
以

降
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
主
要
な
行
事
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
市
老
連
大
会

　

９
月
７
日
㈮　

和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

　

長
寿
、
白
寿
、
米
寿
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
を
、
み
ん

な
で
祝
福
し
ま
す
。
特
に
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
、
金
婚
の
方
々
は
金
屏
風
の
前
で
記

念
撮
影
も
あ
り
、
良
い
記
念
に
な
り
ま
す

（
５
０
０
円
の
負
担
が
必
要
で
す
）。

◎
研
修
旅
行
は
北
陸
方
面
へ

　

詳
細
は
５
面
（
研
修
部
）
に
記
載
の
と

お
り
で
す
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
秋
で
す
。

　

仲
間
と
一
緒
に
楽
し
い
汗
を
流
し
た
り
、

自
分
の
趣
味
や
特
技
を
発
表
し
た
り
、
い

ろ
ん
な
知
識
を
身
に
つ
け
た
り
…
そ
ん
な

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
！

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会（

７
月
12
日
㈭
）

・
ペ
タ
ン
ク
大
会
（
10
月
17
日
㈬
）

・
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
11
月
開
催
予
定
）

・
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー（

11
月
２
日
㈮
）

・
す
こ
や
か
文
化
祭

（
12
月
５
日
㈬
〜
７
日
㈮
）

・「
笑
い
と
健
康
」
講
演
会

（
平
成
31
年
１
月
19
日
㈯
）

　

こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
お
よ
び
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
関
心
の
あ

る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

　

ま
た
、「
し
た
い
な
ぁ
〜
」「
あ
っ
た
ら

い
い
な
ぁ
〜
」
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
地
区
役
員
に
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

引
っ
込
ま
ず
に
、
長
寿
社
会
を
プ
ラ
ス

に
変
え
て
、楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

よ
り
多
く
の
人
と
交
流
し
て
、
人
生
を
エ

ン
ジ
ョ
イ
し
ま
し
ょ
う
！　
　
（
広
報
部
）



平成30年 （2018年） ７月発行（5） 第40号 す こ や か 和 泉 （4）第 40 号平成30年 （2018年） ７月発行 す こ や か 和 泉

私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

いっぱい笑って
健康寿命を延ばしましょう

TEL（0725）40ー3880

和泉市和気町2ー3ー7
（朝日プラザシティサザンパーク内）

デイサービスセンター
サザンパーク
自ら選択し、自らが決定する
オーダーメイドデイサービス! ! 和泉リハビリ

訪問看護ステーション
和泉市浦田町20ー１

http://izumiwagokoro.com/
TEL・FAX（0725）30ー4485

訪問リハビリ 介護予防
訪問看護

和泉リハビリ

〒594ー1105　和泉市のぞみ野２ー１２６４ー3
0725ー55ー3635FAX0725ー55ー3577TEL

有料老人ホーム

老人ホーム

カーサ咲花 のぞみ野館

〒594ー1105　和泉市のぞみ野1ー3ー30
0725ー55ー1688FAX0725ー55ー1919TEL

咲 花 病 院社会医療法人
啓 仁 会

〒594ー1105　和泉市のぞみ野3ー１２37ー24
0725ー55ー9278FAX0725ー55ー9277TEL

ウェルカーサ のぞみ野
内科・リハビリテーション科・通所リハビリ

大島クリニック
医療法人 紀生会

午後 5 ００～： 7 3０：
午前 9 ００～： １２００：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ／ ○ ○
○ ○ ○ ／ ○ ／

日
○
／

休診：土曜午後・日曜午後・木曜・祝日
土曜・日曜はAM9：00～PM1：00迄

●デイケア送迎あり ●駐車場完備 ●日曜診療

（0725）41ー0061（代）
〒594ー0023  和泉市伯太町6丁目9番11号

和泉市府中町１丁目８番３号
（和泉ショッピングセンター２階）

（0725）45ー3119

村田胃腸科内科

午後５ ００～： ８ ００：
午前９ ００～： １２３６：

月診 察 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ／ ○ ○
○ ○ ○ ／ ○ ／

日・祝
／
／

休　診　土曜午後・木曜・日曜・祝日

もりもと泌尿器科クリニック

堺市南区鴨谷台2丁1ー3 アクトビル2F

※近大医師による外来診療を行います。
△13：00まで

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ △

○ ○ ○ ／ ※ ／

日・祝
／

／17 00 ～： 19 30：

9 00 ～： 12 30：
／ ※ ／ ／ ／ ／ ／14 00 ～： 16 00：

TEL （072） 268ー2000 

自然の中でいきいき、のびのび、たくましく

幼保連携型認定こども園

和泉市仏並町358ー11
（0725）90ー2501
FAX（0725）90ー2503

http://yokoyamakinomi.sakura.ne.jp

人と人、

地域をつなぐ架け橋に
社会福祉法人
和泉幸生会幸保育園

私たちは
未来の宝を
育てます

41ー1385幸２－７－４４

のびのび自然 360°

学校法人 愛集学園　認定こども園

〒594－0004 和泉市王子町1118－59
TEL（0725）41ー1943 FAX45ー2943

学校法人 スピノラ学園

双百合幼稚園

和泉市唐国町4丁目4番11号
（0725）54ー1770

和泉市光明台3丁目6番地

園見学随時募集中！
TEL（0725）56ー2661

平成27年度より“認定こども園
（幼稚園型）”として再スタートしました。
地域の子育て支援にも力を入れ、
働くお母さんをサポートします。

認定こども園

光明台幼稚園学校法人　日高学園 

聖ヶ岡幼稚園 
和泉市太町1 3 3 の 1

心と体力づくりにはげむ 

41ー0813
44ー4020FAX

鶴山台国際幼稚園
和泉市鶴山台3ー1ー3

（0725）43ー1888
鶴山台明徳幼稚園

和泉市鶴山台1ー17ー1
（0725）45ー2181

和泉市伏屋町3-5-22
（0725）55ー2199

FAX（0725）57ー2025

学校法人共立学園
認定こども園新光明池幼稚園

新光明池幼稚園 認 定 こ ど も 園認 定 こ ど も 園

和泉チャイルド幼稚園和泉チャイルド幼稚園
和泉市王子町２－１－５２

http ://www. izumich i ld .com/
FAX（0725）41ー2999
（0725）41ー2996（代）

学校法人 浩陽学園学校法人 浩陽学園
【幼保連携型認定こども園】

　副会長兼総務部長に就任し
て２年目となりました。和泉
市および大阪府老人クラブ連
合会の新年会、泉州ブロック、
大阪府老人クラブ、全国老人
クラブなど研修会や大会への
出席、和泉市での公共交通プ
ロジェクト委員会などに参加
していろいろ経験し、出会いが多くありました。
　研修会などでは、資料をたくさんいただいております。今後
は校区会長会議などで発表する機会をつくっていきたいと考え
ています。研修内容も会員の増強、新規クラブの設立、校区、
地域において楽しく魅力ある事業の計画・実施、そして広く事
業の開催を知ってもらう方法と、皆さん本当に頑張っています。
　大阪府老人クラブ連合会の広報紙「ねんりん」にもクラブの
あり方について詳しく書いています。指導者の大切さ、指導者
の育成と、各紙面を読んで熱意に感動しましたが、当市の実情
と照らし合わせて考えることも大切です。府老連での会員数が
２番目に多い当市として、また、194単位クラブがあり事業内
容、男女会員の割合、地域性、町会・自治会とのかかわりなど、
それぞれのクラブに特徴があります。連合会として地域の各単
位クラブに目を向け、今の状況を把握することが必要だと考え
ます。
　各クラブで会員の増強がうまくいかない、役員のなり手がい
ない、クラブを維持できない、高齢化となり移動が制約される
など、地区の役員は苦労している現実があります。クラブの活
性化をいかにするか、もっと地域に合った事業を行い、話し合
い、行動を共にして、地域に溶け込める方策をつくる時期であ
ると思います。
　校区で事業をすると、地元ということでたくさんの会員が集
まりやすいと思います。私の所属している信太校区では、昨年
「親睦カラオケ大会」を催しました。会員からの要望が多くあり、
今年度も開催が決まりました。地域の事業ですと、場所が近く
で会員も参加しやすく、会員でない方の参加も期待できます。
会を維持していくためには、会員の増強が欠かせません。今後
とも会員皆さまの意見を聞き、話し合い、増強に努めたいと思
います。
　総務部は、総会の開催、市老連大会、会則などの検討、他の
地域社会との交流などの業務があります。好かれるクラブ、魅
力あるクラブとなれるよう、会員皆さまのご指導ご支援をお願
いします。

　今年の日本のスポーツ界は、
平昌冬季オリンピック・パラ
リンピックの幕開けから好成
績が続き、メダル獲得数も史
上最高の好スタートで、例年
以上の寒さも吹き飛ばしてく
れました。
　その後、選抜高校野球、プ
ロ野球、ボストンマラソンや、アメリカで日本のゴルファーが
優勝するなど、若い選手たちの活躍が続いています。サッカー、
テニス、水泳、陸上の選手たちも体格が数段良くなり、世界で
も通用する肉体になり、２年後の東京オリンピックがなお一層
楽しみになりました。
　高齢者の私たちも、日本の若者たちに負けないようにまだま
だ頑張って健康寿命の最長更新、介護予防や認知症予防のため
に体力をつけなければいけないと思います。自分の身体のため
に何をすればいつまでも元気で、楽しい生活ができるかを、自
分の身体に合った長期の目標を立ててみることが大切だと考え
ます（10年日記帳など）。
　それが面倒ならば、頑張っている友だちに少しずつ近づいて
みる、自分なりに楽しく頑張れることをしてみる、人のやって
いることをよく見てみる、その上でよく聞いてみる方法も良い
かと思います。タバコの本数を減らす、やめてみる。毎日 30
分ほど散歩する、自分で簡単なオヤジ料理を作って誰かと一緒
に食べてみる、自分の今日の出来事を日記帳につけてみる、ニ
ュースポーツのルールブックやプレー方法などをもう一度よく
見直してみる、囲碁・将棋の棋士の講話を聞いてみるなど、精
神的にも肉体的にも自分の身体を鍛え、よく食べる、よく動け
る、よく寝れる、そして病気に打ち勝ち、まだまだ頑張れる健
康な身体を維持していただきたいと思います。
　本年度も、５月17日㈭にシニアグラウンド・ゴルフ大会（前
年度はＳＣ大阪大会で３位入賞、今年は優勝を期待していま
す）、７月12日㈭にニュースポーツ講習会（競技会）、10月17
日㈬にシニアペタンク大会を開催予定で、前年度を上回る参加
者と盛会を期待しています。
　本年度の健康部のメンバーは坂倉良文（芦部）、奥野勉（和気）、
溝川哲也（南池田）、田中圭治（南横山）、福森午郎（いぶき野）、
山下純雄（光明台南）の六名で担当させていただきます。
　健康部の活動内容は市老連のホームページでもご案内してい
ますので、ご覧いただきまして交流会や非会員さまとの交流会
などご予定、ご相談など事務局までご連絡お待ちしています。

　新年度を迎え、ひと言お礼
申し上げます。昨年度は会員
の皆さまのご支援ご協力によ
り、計画どおり研修旅行、「笑
いと健康」講演会を無事実施
することができましたこと、
誠にありがとうございます。
　本年度も旅行と講演会を主
にした活動を計画しています。研修旅行は平成30年９月27日
㈭～28日㈮の１泊２日、北陸方面を中心に山中温泉の老舗翠
明に宿泊。懇親会で交流を深めるとともに、日頃の疲れを癒し
ていただければと思います。２日目は白山白川郷ホワイトロー
ド、雄大な北アルプスの峰々や白山の絶景を眺めながら、ドラ
イブを楽しんでいただきます（案内チラシは６月中頃配布）。
　「笑いと健康」講演会は、平成31年１月19日㈯に開催予定で
す。講師の先生は未定ですが、皆さんに楽しく笑っていただけ
る講師を探しています。
　本年度も皆さまに満足していただけるよう、研修部一同企画
してまいりますので、ご支援ご協力をお願いします。

　文化部は、担当部員８人で
新年度の行事に取り組みま
す。特に３人は新しいメンバ
ーなので、今までにない新し
い発想やアイデアを出してい
ただき、それを文化部の行事
や活動に活かしたいと考えて
います。
　文化部行事の改革として、囲碁・将棋大会では会員でなくて
も60歳以上の市民であれば参加できるように門戸を広げまし
た。会員加入促進のきっかけになればと願っています。
　もうひとつ、社交ダンスパーティーのプログラム内容を変え
ます。「自由に踊れる時間を増やしてほしい」という声があり
ましたのでフリーダンスタイムを増やし、来賓や関係者も一緒
になって自由に踊れる楽しい時間を増やします。

　

平
成
29
年
度
は
会
員
皆
様
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
お
陰
を

も
ち
ま
し
て
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
本
年
度
も

ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

本
年
度
も
既
に
３
カ
月
経
ち

ま
し
た
が
、「
総
会
」
を
は
じ

め
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
」
や
「
囲
碁
・
将
棋
大
会
」

の
ほ
か
、
こ
の
「
す
こ
や
か
和

泉
」
発
行
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
活

動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

都
度
皆
様
方
に
は
ご
参
加
・
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

当
市
老
連
は
、
昭
和
37
年
に

３
０
０
０
人
余
り
の
会
員
数
で

発
足
以
来
、
諸
先
輩
が
「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
３
つ
の

テ
ー
マ
を
掲
げ
、
高
齢
者
の
福

祉
の
向
上
と
会
員
活
動
の
充
実

に
努
め
ら
れ
、
着
実
に
発
展
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
残
念
な
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
全
国
的
に
見
て
も
会

員
が
年
々
減
少
化
の
傾
向
と
は

い
え
、
当
市
老
連
に
お
い
て
も

平
成
24
年
を
ピ
ー
ク
に
会
員
増

加
が
止
ま
り
、
校
区
会
長
様
を

は
じ
め
会
員
皆
様
の
懸
命
の
ご

努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
減
少

傾
向
が
続
い
て
い
る
の
が
現
状

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま

え
、
組
織
活
動
の
基
礎
と
な
る

会
員
増
強
が
不
可
欠
と
考
え
ら

れ
、
平
成
26
年
度
を
初
年
度
と

し
た
「
全
国
１
０
０
万
人
」「
大

阪
府
４
万
人
」
会
員
増
強
運
動

に
呼
応
し
た
和
泉
市
老
連
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
３
２
０
０
」
の
最
終

年
と
し
て
会
員
増
強
運
動
を
積

極
的
に
推
進
し
、
会
員
皆
様
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
少
し
で

も
会
員
増
加
へ
方
向
転
換
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
一
助
と
し
て
、
ア
ナ

ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
時
代
へ
の

急
速
な
情
報
化
の
進
展
等
に
少

し
で
も
近
づ
け
た
い
と
、
遅
れ

ば
せ
な
が
ら
今
年
の
４
月
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
会

員
皆
様
に
い
ち
早
く
情
報
が
届

く
よ
う
行
事
報
告
を
速
や
か
に

投
稿
、
ま
た
、
天
候
が
怪
し
い

時
な
ど
に
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
」
等
の
開
催

の
可
否
が
速
や
か
に
伝

達
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
こ
と
な
ど
を
含
め
、

会
員
は
じ
め
多
く
の
皆

様
に
も
当
市
老
連
の
活

動
へ
の
ご
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
類
が
今
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
「
超
高
齢
社
会
」
を

迎
え
る
２
０
２
５
年
問
題
を
考

慮
し
つ
つ
、
次
の
世
代
へ
い
か

に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
出
来
る
か

を
課
題
と
し
な
が
ら
、
い
き
い

き
と
し
た
高
齢
社
会
の
実
現
の

た
め
に
、
会
員
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

市
老
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

和
泉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

門
林　
　

淳

市 老 連 の 取 り 組 み市 老 連 の 取 り 組 み

本部役員一同、頑張ってまいります

部 長
脇田　健一

部 長
山下　純雄

部 長
鈴木　　武

部 長
大嶋　二郎
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私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

社会福祉法人 遺徳会

TEL（0725）46ー1211（代）
FAX（0725）46ー1800

和泉市上町403ー1

和泉北信太特別養護老人ホーム
北信太老人デイサービスセンター
（北信太高齢者生活支援ハウス）

（072）443ー0025
岸和田市下池田町2-2-13

デイサービス・訪問介護・居宅支援
白ゆりデイサービスセンター

住宅型有料老人ホーム
くつろぎの家 白ゆり

和泉市和気町1-27-6
（0725）43ー0027

自由な個々の
生活スタイルを
尊重！

和泉市池上町１ー６９６ー１

温泉・食事・宴会・イベント

大衆演劇

（0725）46ー1111

200円

（0725）92ー6935
FAX（0725）92ー6936

〔JR「信太山」駅前ロータリー〕和泉市池上町1ー4ー5

相談無料!!
●相続税・贈与税など、あらゆる税のご相談
●確定申告書の作成など

根尾玲子税理士事務所（2F）

（0725）58ー6548
FAX（0725）58ー6547

根尾 勉税理士事務所（3F）

（0725）99ー0826
和泉市父鬼町１８２

総合建設業

植林建設㍿
地域の皆様に支えられ歩んでこられました事に

感謝申し上げます。

（0725）41ー0200
（南海バス 福祉会館前 徒歩1分、きんのぶた向い）

日・祝
ー
ー14 30 ～： 19 30：

9 30 ～： 13 00：
月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ※
○ ○ ○ ○ ○ ー

※土曜は14：00まで
和泉市府中町861－2〈駐車場6台完備〉

ふくどめ歯科
FUKUDOME DENTAL CLINIC

http://www.fukudome-shika.com/

一般歯科・小児歯科・インプラント・口腔外科
審美歯科・ホワイトニング・歯周病・予防歯科

郷荘中学校前、寺門バス停すぐ

年 中 無 休

（0725）44ー6400TEL

★平日夜1 0時まで診療
★土・日・祝 夕方6時まで診療

在宅往診いたします

TEL（0725）47ー0707
和泉市府中町1-12-10（JR和泉府中駅前）P有り

【診療科目】内科・脳内科
内科全般の診療の他に、生活習慣病の管理
も行っています。脳卒中後、頭痛、めまい、物
忘れが心配な方はお気軽にご相談下さい。

PM5 ００～： 7 ００：
AM９ 3０～： １２ 3０：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● ● ／ ● ●
● ● ● ／ ● ／

日・祝
／
／

おくやまクリニック
Okuyama Clinic

和泉市観音寺町657-6

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● ● ● ● ●
● ● ● ／ ● ／

日・祝
／
／午後 4 00～： 7 00：

午前 9 00～： 12 00：

内　　　科
循環器内科

TEL（0725）40ー0707 FAX40ー0708 TEL（0725）92ー6705
和泉市太町47-4

デイサービス
訪 問 介 護

【介護のご相談承ります】

きのこ

　平成29年度の若手部活動
目標は、「各部行事に積極的
に参加するとともに、リーダ
ーの育成に寄与する」でした。
また、モットーは「自分に楽
しく、みんなに優しく」とし、
平成26年度より始めた「チ
ャレンジ 3200」を弾力的に
進め、特に70歳以下の若手の加入促進に当たるとともに、「組
織の拡充と後継リーダー養成のために各校区・各単位クラブで
若手部の設立」を目指してきましたが、まだまだ満足するには
いたりません。引き続き平成30年度も取り組みを継承してい
きます。
　各校区・単位クラブでは体力測定の実施、「いきいきいずみ
体操」などの普及、健康ウォーキング、グラウンド・ゴルフ大
会、カラオケ大会を開催するなど活動しています。また、各奇
数月にさらなる基礎固めを目指し、若手リーダー58人による
定例会で進捗状況の確認を行っており、外部講師をお招きして、
高齢者の健康寿命を延ばし、いきいきとした生活を送るための
知識を学びました。
　毎月第３土曜日開催の「昔なつかしい歌声喫茶風アカペラ合
唱会」、６月には市老連主催の第１回ウォークラリー大会で上
位３チーム（１位和気校区・２位光明台南校区・３位いぶき野
校区）が、ＳＣ大阪ウォークラリー大会（和泉市開催会場）に
参加しました。結果は７位に和気校区が入賞しました。
　また、２月９日㈮には第４回出前講座として和歌山県「稲む
ら火の館・濱口梧陵記念館」「道成寺」、湯浅方面を視察しました。
　濱口梧稜は、安政の南海地震による大津波で村人を誘導し、
多くの命を救いました。南海地震の恐ろしさを体感し、日頃の
心構えを強く意識した１日でした。
　本年度の若手部の活動目標は、「各部行事に積極的に参加す
るとともに、次世代のリーダーの育成に寄与し、ニュースポー
ツなどで楽しい仲間づくりをしよう」です。

①基本的な健康づくり・介護予防活動のリード役を務める
②楽しい夢のある新規事業の展開で市老連の活性化を図る
③活動メニューを増やしたり、活動の幅・頻度を高める
④若手リーダー研修会の実施
⑤地域社会の一員として一定の役割を果たせるよう努める
⑥市老連の事業・各部会に参画し、理解を深めて事業協力する
⑦和泉市の事業（介護予防等）に積極的に参加・協力する
⑧機関紙発行等の情報提供に積極的に関与する

　本年度も若手部は「自分に楽
しく、みんなに優しく」をモッ
トーに、新しい企画を実践して
いきたいと考えていますので、
皆さまのご協力をよろしくお願
いします。

　女性部は21校区から代表
を選出していただき活動して
います。特に毎年９月に行わ
れます市老連大会のアトラク
ションに参加するため、夏の
暑い日々、民謡やジャズダン
ス・歌と練習は大変ですが「弥
生の風ホール」の大舞台での
発表は達成感でいっぱいになり、とても良い思い出になります。
本年度もより楽しい活動を行いたいと考えています。
　女性部は新しく４人の役員を迎え、総勢24人で今年度の活
動計画に沿って進めてまいります。女性部の活動は大きく３つ
に分けて取り組んでいます。
　１つめは、９月にある市老連大会のアトラクションで、練習
は夏の暑い時期６～８月に月２回行います。
　２つめは、昨年から和泉市で取り組んでいます「おたがいさ
まサポート」事業について、市からも来ていただき部員がグル
ープごとに分かれディスカッションをしていろいろな意見が出
ました。今年は介護保険制度をもう一度勉強し、高齢在宅サー
ビスなど地域で生きがいをもって暮らしていけるよう女性部会
で取り組み、研修会を開く予定です。
　３つめは、秋の懇親会です。毎年の恒例行事ですがしっかり
と日程調整をし、少しでもたくさんの参加者を募れるように努
力します。その他には手芸もします。
　また、市老連目標の会員増強も前年度と同じく、女性のパワ
ーで「仲間づくり健康づくり」を呼びかけて会員増強に努めて
いきたいです。市老連の活動にも女性部の役割を果たしていく
所存です。

　広報部として、クラブ広報
紙「すこやか和泉」の改革に
取り組んでまいりました。
　本年度より、紙面を全ペー
ジフルカラー化し、用紙をコ
ート紙に変更いたします。鮮
明な紙面となりますので、写
真などを多用して、くっきり
した紙面を皆さんに楽しんでいただけると思います。これから
も一層、より良い広報紙づくりを進めてまいります。
　また、本年度からインターネットホームページ「ＳＣ和泉」
を開設しました。より早く行事・ニュースをお知らせすること
ができると思います。皆さまの日頃のクラブ活動に活用してい
ただければ幸いです。

市 老 連 の 取 り 組 み

部 長
坂倉　良文

部 長
三井ヤヱ子

部 長
門林　良治

　

２
月
８
日
㈭
、
大
阪
府
社
会
福
祉
会

館
に
お
い
て
平
成
29
年
度
Ｓ
Ｃ
大
阪
市

町
村
老
連
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
行
わ

れ
、
和
泉
市
老
連
か
ら
三
井
ヤ
エ
子
、

大
塚
繁
子
の
２
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て

野
口
勉
府
老
連
会
長
お
よ
び
大
久
保
悦

子
副
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
趣
旨

の
説
明
を
経
て
、
第
１
部
の
講
演
へ
と

移
り
ま
し
た
。

　
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
皆
様
に
エ
ー
ル

を
送
り
ま
す
」
と
題
し
た
講
演
で
は
、

中
村
美
津
子
兵
庫
県
老
連
会
長
が
壇
上

に
立
ち
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
目
覚

ま
し
い
活
躍
ぶ
り
を
紹
介
。
参
加
者
に

力
強
い
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

休
憩
時
間
を
利
用
し
て
「
い
き
い
き

体
操
」
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
は
、
第
２

部
の
活
動
報
告
が
ス
タ
ー
ト
。
羽
曳
野

市
老
連
と
寝
屋
川
市
老
連
か
ら
、
女
性

部
と
し
て
の
取
り
組
み
や
地
域
と
の
ふ

れ
あ
い
な
ど
を
発
表
。
会
場
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
か
ら
「
勉
強
に
な
る
」「
参
考

に
し
よ
う
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

活
動
報
告
の
後
は
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
と
移
り
、
各
老
連
の

女
性
リ
ー
ダ
ー
が
７
人
ず
つ
16
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
や
情
報
共
有

を
行
い
ま
し
た
。
最
後
は
、
磯
村
勉
事

務
局
長
が
研
修
会
の
総
括
を
述
べ
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
参
加
し
て
、

『
会
員
増
強
運
動

に
“
女
性
の
チ
カ

ラ
”
を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
』、『
高
齢
者

が
主
体
の
消
費
者
被
害
防
止
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
２
つ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
町
村
の
女

性
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
話
し
合
い
、
と
て

も
充
実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
女
性
部
）

　

２
月
９
日
㈮
、平
成
29
年
度
・

第
４
回
若
手
部
出
前
講
座
を
開

催
し
、
31
人
の
若
手
委
員
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
回
は
和
歌
山

県
有
田
郡
広
川
町
に
あ
る
稲
む

ら
の
火
の
館
（
濱
口
梧
陵
記
念

館
）、
日
高
川
町
に
あ
る
道
成

寺
、
そ
し
て
醤
油
発
祥
の
地
・

湯
浅
醤
油
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
前
日
ま
で
の
寒
波

が
嘘
の
よ
う
に
雲
ひ
と
つ
な
く

晴
天
に
恵
ま
れ
、
し
か
も
穏
や

か
な
１
日
で
快
適
な
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
稲
む
ら

の
火
の
館
の
見
学

で
は
、
１
８
５
４

年
の
安
政
の
南
海

地
震
に
よ
る
大
津

波
で
村
人
を
救
う

偉
業
を
な
し
得
た

濱
口
梧
陵
の
映
画

や
、
地
震
津
波
の

恐
ろ
し
さ
を
3
D

の
映
像
で
体
感
し

ま
し
た
。
昼
食
は

道
成
寺
の
門
前

「
あ
ん
ち
ん
」
に

て
熊
野
牛
す
き
焼

き
御
膳
（
ビ
ー
ル

少
々
）
を
い
た
だ

き
、能
や
歌
舞
伎
、

浄
瑠
璃
の
演
目
と

し
て
名
高
い
「
安

珍
清
姫
伝
説
」
で

知
ら
れ
て
る
道
成

寺
（
天
台
宗
の
寺
院
）
に
お
参

り
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
は
醤
油
発
祥
の

地
、
湯
浅
町
の
湯
浅
醤
油
の
見

学
。
杉
樽
を
使
っ
た
昔
な
が
ら

の
製
法
、
実
際
に
も
ろ
み
（
醤

油
に
な
る
前
の
も
の
）
が
入
っ

た
杉
樽
を
間
近
で
見
て
大
き
さ

を
体
感
し
ま
し
た
。
本
場
の
醤

油
と
金
山
寺
み
そ
を
味
見
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
お

み
や
げ
を
手
に
帰
路
に
つ
き
、

と
て
も
充
実
し
た
研
修
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
（
若
手
部
）

平
成
29
年
度

第
４
回 

若
手
部
出
前
講
座

平成29年度
ＳＣ大阪市町村老連女性リーダー研修会

　
「
す
こ
や
か
和
泉
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
と
も
な
い
、
平
成
31
年
１
月
発
行
の

新
年
号
に
向
け
、
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
写
真
・
絵
画
・
書
な
ど
の
作
品
を
大

募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
の
作
品
が
新
年
号
の
表
紙
を
飾
る
か
も
…
!?　

ま
た
、

随
筆
・
随
想
や
俳
句
な
ど
の
文
芸
作
品
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

随
筆
・
随
想
は
８
０
０
字
以
内
、
文
芸
作
品
は
お
ひ
と
り
２
句

以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

応
募
の
際
は
作
品
に
氏
名
、
所
属
校
区
名
を
明
記
の
う
え
、

市
老
連
事
務
局（
和
泉
市
立
総
合
福
祉
会
館
）ま
で
、
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！　
（
広
報
部
）

スローピング運動とは、
「傾斜を利用した健康運動」のことです。

スローピングは「坂道健康法」ともいわれ、効率を高めるために階段や坂道を利用する方法で、
普通のウォーキングの２〜３倍の効果があるといわれています。

単純明快な運動健康法ですが、心肺機能の強化をしながら体内脂肪の燃焼促進の効果もあり、
続けることで足腰の筋肉がしっかりしてきます。
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私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

TEL（0725）57ー6188
和泉市伏屋町3ー7ー34

どちらの医療機関の
処方せんも受け付けます

ハロースマイル薬局
日・祝　休業

開局時間 月～金
土
9
9
：
：
00
00
～
～
19
13
：
：
30
00

内科・麻酔科 （ペインクリニック） 
〈肩痛・腰痛・膝痛等　各種痛みの治療〉 

     和泉市和気町2丁目3番7号 
（朝日プラザシティサザンパーク内） 

胃腸外来　　 肛門外来 
乳腺外来　往診　各種検査 

（0725） 46ー1026

坂井クリニック
形成外科・皮フ科

TEL（072）284ー0005
堺市南区鴨谷台2ー1ー5 サンピア2番館2F

HP ： http://www.sakai-clinic-psd.com/
メール ： info@sakai-clinic-psd.com

午後4 00～： 7 00：
午前

午後
午後9 30～： 1 00：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ 休 ○ ○ ○
○ ○ 休 ○ ○ ○

休診日/水・日・祝

Hai Eye Clinic

日帰り白内障手術・緑内障検診、手術
流 涙 症 治 療・眼のレーザー 治 療

水曜午後・土曜午後・日曜・祝日は休診
PM
AM

月診療受付時間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ 検

査／ 手
術○ ／

日
／
／3 00～： 6 00：

9 30～： 12 30：

和泉市いぶき野5－1－11
エコールいずみ2階（紀陽銀行上） 

TEL（0725）56ー8177 http://hai-eye.com/

（0725）43ー1012
FAX（0725）43ー5702

みどり薬局

和泉市肥子町１丁目１０－３７

営業日時
月～金　９：００～２０：００
土　　９：００～17：００

府中病院及びその他の
処方せん受け付けます

和泉市鶴山台２ー４ー７ 
（0725） 46ー2211（代） 

訪問看護・居宅介護支援事業者 
ケアマネジメント　医療法人 河和会 
診療時間　A.M.9：00～12：00　P.M.4：00～7：00 
休　　診　土曜夜診 ・ 日曜 ・ 祝日 

河和会病院 
内科・放射線科・麻酔科 

（0725） 57ー6778TEL

午前9：00～12：00
午後4：30～ 7 ：30

月 金 土 診 療 時 間 日祝 火 木 水 

南川循環器科 
循環器科・内科 診療科目 

和泉市池田下町118ー5

受付時間　午前 8：30～11：30 
　　　　　 午後 2：30～ 5：30 
休 診 日　木曜・日曜・祝日 
　　　　　 火曜午後・土曜午後 

（072） 296ー1005

〒590ー0138  堺市南区鴨谷台２丁５ー１ 
（光明センタービル３F） 

月　火　水　木　金　土　 診 療 時 間  

午前9：00～12：00
午後4：00～ 7：00 休 休 

休診日　木曜午後・土曜午後・日曜・祝日 

整形外科・リハビリテーション科 

〒594ー0011 和泉市上代町733ー9
（0725） 41ー5800

休診日　土曜午後・日曜・祝日 

月 火 木 金 土 診 療 時 間 

Ｐ．Ｍ．5：00～ 7：00
Ａ．Ｍ．8：45～12：00

水 

医療法人　西本会 

和泉市葛の葉町６０－１１ （0725）44ー4481

13 30 ～： 17 00：
10 00 ～： 12 00：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ×
☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆（14時～）

17 00 ～： 19 00： ○ ○ ○ ☆ ○ ○
○…予約なし ☆…予約制 ※消毒・抜糸は○の時間帯に

〈 内 科診療時間〉

〈形成外科診療時間〉

9：00～12：00　16：30～19：00
内科休診：火曜・日曜・祝日／木・土曜は午後休診

いけだクリニック
内科・形成外科・美容皮膚科

内科・外科（往診可）
植田医院
休 　 診 水曜午後・土曜午後・日曜・祝日

※第1・第3水曜は休診

診療時間 9：30～12：30、15：00～18：00

心療内科は 予約制

（0725）40ー1128

伯太町３丁目１番１３号 
（自衛隊正門北・伯太団地まえ） 

訪 問 歯 科 診 療 
ハマ　　ダ 

（0725） 45ー8548
よ い  は い し ゃ 

明日のため

今日も歩いて健康長寿

（0725）24ー8065
和泉市和田町１０６－１

午後 4 ００～： 8 ００：
午前８ ３０～： １２３０：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ×

土曜の午後、日曜・祝日は休診になります。

　５月17日㈭、和泉市社会福祉協議会、和泉市老人クラブ連合
会主催による第17回和泉市シニアグラウンド・ゴルフ大会が光
明池緑地公園運動場にて開催され、和泉市の21校区から総勢
438人が参加しました。開会式では、主催者を代表して有里和泉
市社会福祉協議会会長のあいさつがあり、続いてトロフィー返還、
辻和泉市長のあいさつを経て、門林会長はじめ来賓による始球式
の後、熱戦が繰り広げられました。
　今大会は校区別の選手たちが６～７人１組となり、合計64グ
ループが前・後半に分かれて８ホールを３ラウンド。上々のグラ
ウンドコンディションで、午前中は曇りがちだった天候も昼ごろ
には快晴となり、参加者は水分補給をしながら和気あいあい、元
気よくプレーを楽しみました。あるホールでは３者連続ホールイ
ンワンという本人たちもびっくりのサプライズや、大たたきをし
て苦笑いする選手など、全員が本当に楽しんでいるのが印象的で
した。プレー終了後はお楽しみのホールインワン大会！　参加者
はショートパットを次々に決め、笑顔で景品を手にしました。
　今年の成績は１位から３位までわずか１ストロークずつの差で
競っており、皆さんかなり練習に励んでおられると感心しました。
さらに優勝、準優勝はいずれも女性だったことから、グラウンド・
ゴルフ人口の裾野が確実に広がっていると実感しました。
　大会結果は下記のとおりで、上位12人がＳＣ大阪大会出場を
目指して忠岡町で開催される、泉州第１ブロックグラウンド・ゴ
ルフ予選大会の出場権を獲得しました。　　　　　　　（健康部）

　
「
笑
い
と
健
康
の

素
敵
な
関
係
」
と
題

し
た
今
回
は
、
講
師

に
大
道
芸
人
の
た
っ

き
ゅ
う
さ
ん
を
迎
え
、

大
道
芸
・
講
演
・
笑

い
ヨ
ガ
と
い
う
３
部

構
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
。
会
場
に
は

早
く
か
ら
多
く
の
方

が
訪
れ
、
開
演
前
に

は
ほ
ぼ
満
席
に
な
り

ま
し
た
。

　

鈴
木
武
研
修
部
長

の
開
会
の
あ
い
さ
つ

で
華
や
か
に
幕
が
開

き
、
主
催
者
を
代
表

し
て
門
林
会
長
な
ら

び
に
有
里
和
泉
市
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
辻
和

泉
市
長
よ
り
来
賓
あ
い
さ
つ
と

続
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
た
っ

き
ゅ
う
さ
ん
が
登
場
、
大
き
な

拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

た
っ
き
ゅ
う
さ
ん
は
自
己
紹

介
の
後
、「
今
日
は
ま
ず
大
道

芸
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
と

思
い
ま
す
。
そ
の
後
に
笑
い
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
を
行
い
、

最
後
に
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
た
『
笑
い
ヨ
ガ
』
を

皆
さ
ん
と
実
践
し
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
、
講
演
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。

◆
第
１
部
・
大
道
芸

　

ま
ず
は
風
船
を
使
っ
た
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
で
ス
タ
ー
ト
。
細

長
い
色
の
違
う
風
船
を
何
本
も

絡
ま
せ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ハ

ー
ト
や
動
物
が
完
成
！　

軽
快

な
手
さ
ば
き
に
会
場
か
ら
歓
声

が
起
こ
り
ま
す
。
続
く
ジ
ャ
グ

リ
ン
グ
で
は
、
５
つ
の
み
か
ん

で
軽
快
に
お
手
玉
を
し
た
り
、

４
つ
の
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
バ
ラ

ン
ス
良
く
組
み
合
わ
せ
て
顎
に

乗
せ
る
芸
に
、
あ
ち
こ
ち
か
ら

感
嘆
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
芸
を
披
露
し
な
が
ら

も
、「
皆
さ
ん
、
拍
手
の
タ
イ

ミ
ン
グ
は
今
で
す
よ
ぉ
！
」
な

ど
、
笑
い
を
誘

う
ト
ー
ク
に
会

場
は
大
盛
り
上

が
り
。
最
後
は

舞
台
に
上
が
っ

た
女
性
ス
タ
ッ

フ
と
、
カ
ー
ド

マ
ジ
ッ
ク
と
ク

ラ
ブ
投
げ
に
挑

戦
。
見
事
成
功
す
る
と
大
き
な

拍
手
を
受
け
、
大
道
芸
は
終
了

し
ま
し
た
。

◆
第
２
部
・
講
演

　

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
、
笑
い

の
満
足
感
・
幸
福
感
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
統
計
に
よ
る
と

日
本
人
は
大
人
に
な
る
と
笑

う
回
数
が
減
少
す
る
そ
う
で
、

「
笑
い
は
周
囲
に
伝
染
す
る
も

の
で
、
周
り
の
人
た
ち
を
明
る

く
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
人
と
の
つ

な
が
り
を
実
感
で
き
ま
す
」
と

“
ま
ず
は
自
分
自
身
が
笑
う
こ

と
”
の
大
切
さ
を
説
明
し
ま
し

た
。
人
間
は
周
り
に
理
解
者
が

多
い
ほ
ど
、
幸
福
感
を
強
く
感

じ
る
と
い
う
統
計
結
果
も
み
ら

れ
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
“
笑
う

こ
と
”に
つ
な
が
る
そ
う
で
す
。

　

講
演
の
後

半
に
は
認
知

症
の
予
防
に

効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
る

“
フ
ィ
ン
ガ

ー
研
究
（
食

事
・
運
動
・

血
管
リ
ス
ク

管
理
・
認
知
機
能
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
）”
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

◆
第
３
部
・
笑
い
ヨ
ガ

　

最
後
は
客
席
と
一
緒
に
笑
い

ヨ
ガ
の
実
践
で
す
。
も
と
も
と

イ
ン
ド
の
医
師
に
よ
っ
て
考
案

さ
れ
た
も
の
で
、
笑
い
が
持
つ

免
疫
力
ア
ッ
プ
や
ス
ト
レ
ス
解

消
の
効
果
に
、
ヨ
ガ
の
呼
吸
法

を
組
み
合
わ
せ
た
運
動
法
で

す
。「
作
り
笑
い
で
も
い
い
ん

で
す
。
そ
れ
で
も
同
じ
効
果
が

得
ら
れ
ま
す
」
と
い
う
説
明

に
、
会
場
か
ら
「
へ
ぇ
ー
」
と

感
心
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

た
っ
き
ゅ
う
さ
ん
の
動
き
と
声

に
合
わ
せ
て
笑
っ
て
い
る
う
ち

に
、
皆
い
つ
の
間
に
か
本
当
の

笑
い
に
な
り
、
会
場
は
笑
顔
あ

ふ
れ
る
温
か
い
空
間
と
な
り
ま

し
た
。

　
「
動
作
が
感
情
を
切
り
替
え

る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
日
常
で

も
落
ち
込
ん
だ
と
き
な
ど
、
ま

ず
は
形
か
ら
で
も
笑
っ
て
み
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
」
と
延

べ
、
講
演
会
は
大
盛
況
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。　
　
（
研
修
部
）

平成30年２月３日㈯
和泉市コミュニティセンター

第18回 「笑いと健康」講演会

　たっきゅうさん（本名：田
久朋寛氏）は昭和54年生ま
れ、千葉県出身。京都大学
大学院 人間・環境学研究科
を卒業。現在は大道芸人の
みならず、笑いの効用に関
する講演会を精力的に開い
ており、全国から依頼が絶
えない状況で、ＮＨＫや毎
日放送など多数のメディア
でも取り上げられています。

優　勝　藤原　清子（和　　気）47
準優勝　吉田　俊子（鶴山台南）48
第３位　山下　忠史（光明台南）49
第４位　佐藤　正浩（鶴山台北）51
第５位　髙阪　武司（信　　太）52
第６位　田代　一男（光明台南）52
第７位　山口　正和（鶴山台南）53
第８位　古下ツヤ子（芦　　部）53
第９位　永田　近春（光明台南）54
第10位　福田　勝子（信　　太）54
第11位　門林美代子（北 池 田）55
第12位　吉岡　　肇（池　　上）56

たっきゅうさん
プロフィール

プレー終了後は参加者全員でホールインワン大会

華麗に大道芸を披露

会場も巻き込んで大いに盛り上がりました

　あなたも和泉市老人クラブ連合会に入会して、地域の仲間と楽
しく過ごしませんか？　スポーツ・レクリエーション・社会見学
では日々の生活を豊かにし、環境美化・社会奉仕・世代間交流で
は地域の皆さまとのふれあいを実感できます。これまでの知識や
経験を大いに発揮して、生きがいと健康づくりに励みましょう！

◆ お問い合わせ先 ◆

和泉市老人クラブ連合会事務局　☎ 0725−43−7513
和泉市府中町四丁目20番４号（和泉市立総合福祉会館内）�



平成30年 （2018年） ７月発行（11）第40号 す こ や か 和 泉 （10）第 40 号平成30年 （2018年） ７月発行 す こ や か 和 泉
　

和
泉
市
消
防
本
部
の
組
織
は

約
１
６
０
人
の
消
防
職
員
を
1

本
部
、
１
消
防
署
、
３
分
署
、

１
出
張
所
に
配
置
し
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
は
４
課
８
係
が
あ

り
、
主
と
し
て
消
防
の
運
営
、

企
画
、
人
事
、
予
算
、
庶
務
等

の
消
防
組
織
そ
の
も
の
を
維
持

す
る
た
め
必
要
な
事
務
を
処
理

し
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
は
、
２
課
（
２
交
代

制
勤
務
）
の
１
署
３
分
署
１
出

張
所
体
制
で
３
係
が
あ
り
、
火

災
の
予
防
、
警
戒
、
鎮
圧
及
び

救
急
業
務
、
そ
の
他
災
害
の
防

除
等
の
消
防
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

当
市
は
市
民
の
生
命
、
身
体

及
び
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
、
1
1
9
番
を
受
け
れ
ば
迅

速
に
現
場
到
着
さ
せ
る
た
め
、

現
場
か
ら
最
も
近
い
消
防
車
や

救
急
車
を
自
動
的
に
選
定
し
指

令
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
高
機

能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
」
を
導

入
し
、
火
災
発
生
時

は
迅
速
に
出
動
し
、

消
火
・
救
出
活
動
に

あ
た
り
ま
す
。

　

消
防
隊
は
、
消
火

活
動
以
外
に
も
救
助

事
案
や
警
戒
事
案
、

風
水
害
な
ど
に
も

出
動
し
、
平
常
時
は

警
防
パ
ト
ロ
ー
ル
や

防
火
指
導
を
行
う
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　

救
助
隊
員
は
、
強
靭
な
体
力

と
精
神
力
を
持
ち
、
高
度
な
救

助
資
機
材
を
駆
使
し
て
救
出
活

動
に
あ
た
り
大
規
模
自
然
災
害

や
化
学
物
質
に
よ
る
災
害
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
事

態
に
対
応
す
る
た

め
日
々
訓
練
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
7
月

22
日
、
兵
庫
県
三

木
市
の
兵
庫
県
広

域
防
災
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
第

46
回
消
防
救
助
技
術
近
畿
地
区

指
導
会
で
、
は
し
ご
登
は
ん
訓

練
、
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
訓
練

の
2
種
目
に

て
和
泉
市
消

防
本
部
で
は

39
年
ぶ
り
の

全
国
大
会
出

場
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

救
急
隊
は
、
都
市
構
造
や
道

路
環
境
、
少
子
高
齢
化
等
の
影

響
に
よ
り
、
年
々
増
加
す
る
救

急
事
案
に
対
応
す
る
た
め
救
急

車
に
救
急
救
命
士（
国
家
資
格
）

を
配
置
し
、
高
度
な
救
命
処
置

を
行
い
な
が
ら
病
院
へ
搬
送
す

る
な
ど
、
救
命
率
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
な
る

救
命
率
向
上
を
目
指
し
、
応
急

手
当
の
普
及
啓
発
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
和
泉
市
は
つ
が
野
一

丁
目
に
中
央
消
防
署
の
開
署
に

向
け
今
年
度
よ
り
着
工
す
る
予

定
で
す
。
そ
の
ほ
か
平
成
23
年

に
「
ケ
ス
ン
ジ
ャ
ー
」、
そ
の

後
「
ス
ク
イ
ー
ン
」
と
消
防
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
和
泉
市
の
防
火

活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
を
防
ぐ
た
め
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
し
て

く
だ
さ
い
。
平
成
30
年
度
の
防

火
標
語
は
“
忘
れ
て
な
い
？
サ

イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
”

で
す
。
火
の
取
扱
い
に
は
気
を

つ
け
て
、
ま
た
、
ご
自
宅
に
は

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

　

鶴
山
台
南
校
区
老
人
ク
ラ
ブ

は
昭
和
43
年
に
日
本
住
宅
公
団

（
現
U
R
都
市
機
構
）
が
開
発

し
た
住
宅
団
地
内
で
昭
和
49
年

に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

分
譲
、
賃
貸
、
戸
建
て
の
構
成

で
、
一
部
は
分
離
さ
れ
、
鶴
山

台
北
校
区
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
多
聞
に
も
れ
ず
団
地
の
空

洞
化
が
年
々
進
み
、
そ
の
難
問

を
抱
え
な
が
ら
超
高
齢
社
会
と

い
か
に
取
り
組
む
べ
き
か
を
考

え
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

60
歳
以
上
の

住
民
登
録
人
口

は
３
０
６
８

人
（
平
成
28
年

３
月
現
在
）
い

ま
す
が
、
当
会

の
会
員
数
は
約

２
０
０
人
、
平

均
年
齢
76
歳
で

年
々
高
齢
化
が

進
み
、
逝
去
、
病
気
、
施
設
へ

の
転
居
な
ど
の
原
因
で
減
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
少
し

で
も
防
ぐ
た
め
、
健
康
と
生
き

が
い
を
求
め
て
結
成
し
て
い
る

14
の
サ
ー
ク
ル
活
動
と
老
人
ク

ラ
ブ
本
来
の
活
動
を
車
の
両
輪

に
し
て
、
未
来
へ
の
歩
み
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
か
ら
は
校
区
の
広

報
紙
「
鶴
山
台
シ
ニ
ア
会
だ
よ

り
」（
A
４
判
６
〜
10
ペ
ー
ジ
）

を
年
４
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

編
集
内
容
は
校
区
、
サ
ー
ク
ル

の
活
動
、
高
齢
者
に
関
連
し
た

問
題
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
、

地
域
福
祉
な
ど
を
ま
と
め
、
今

年
５
月
で

45
号
に
な

り
ま
す
。

会
員
へ
の

配
布
だ
け

で
な
く
、

未
加
入
高

齢
者
へ
の

啓
発
や
お

誘
い
に
あ

て
て
い
ま

す
。

　

サ
ー
ク
ル
は
こ

れ
ま
で
囲
碁
、
民

謡
、
民
踊
、
ビ
リ

ヤ
ー
ド
、
カ
ラ
オ

ケ
、
詩
吟
、
社
交

ダ
ン
ス
水
曜
会
、

社
交
ダ
ン
ス
土
曜

会
、ハ
ー
モ
ニ
カ
、

歩
こ
う
会
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

麻
雀
の
12
サ
ー
ク
ル
で
し
た

が
、会
員
の
増
強
を
図
る
た
め
、

未
加
入
だ
っ
た
「
愛
唱
会
」
の

勧
誘
に
努
め
た
ほ
か
、「
卓
球

部
」
を
創
設
す
る
な
ど
仲
間
の

親
睦
と
つ
な
が
り
を
深
め
て
い

ま
す
。

　

校
区
老
人
ク
ラ
ブ
、
３
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク
ル
共
通

の
主
な
活
動
は
春
秋
各
２
〜
３

回
、
鶴
山
台
南
小
学
校
で
ト
リ

コ
ロ
キ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
世
代
間

交
流
、
昔
遊
び
に
よ
る
世
代
間

交
流
、
春
秋
２
回
、
学
校
を
き

れ
い
に
す
る
d
a
y
の
草
刈
り

協
働
作
業
、
10
月
に
は
い
じ
め

や
防
犯
を
テ
ー
マ
に
し
た
寸
劇

に
先
生
、
保
護
者
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
て
啓
発

◆ 

俳
　
句

旅
立
の
孫
を
見
送
る
菜
種
づ
ゆ

鯉
幟
り
天
高
く
泳
げ
被
災
地
で

北
池
田
校
区　

藤
原　

初
子

カ
ー
テ
ン
の
翻
り
を
り
夏
座
敷

朱
雀
門
雀
隠
れ
の
野
の
果
て
に

横
山
校
区　

辻
井　

世
津

「
住
吉
大
社
」

鎌
髭
の
踊
る
奴
や
御
田
植
祭

飾
ら
れ
て
代
掻
く
黒
毛
斎い
つ
き

牛

北
松
尾
校
区　

西
原
志
満
子

◎
光
明
台
南
校
区
ふ
れ
あ
い
句
会

花
ざ
く
ろ
読
経
流
る
る
尼
僧
庵

雨
雲
に
農
夫
せ
わ
し
き
麦
の
秋坂

部　

吉
彦

蝉
時
雨
元
気
を
だ
せ
と
は
げ
ま
さ
れ

石
楠
花
は
暮
れ
な
ず
む
空
に
凛
と
咲
き

片
上　
　

博

渓
流
の
流
し
素
麺
岩
を
は
う

来
客
に
慌
て
作
り
し
冷
素
麺

大
平　

千
里

夕
刊
を
読
み
切
る
ま
で
の
端
居
か
な

故
郷
の
い
づ
こ
に
い
て
も
青
田
風

山
崎　

文
恵

夕
茜
包
み
て
果
つ
る
花
芙
蓉

高
原
の
更
け
て
溢
る
る
天
の
川福

田　

令
子

◎
緑
ヶ
丘
俳
句
同
好
会

辛
夷
咲
く
夫
の
看
取
り
に
通
ふ
道

手
術
日
の
朝
の
初
音
や
佳
信
め
く

粟
井　

孝
子

夢
の
跡
包
む
春
風
関
ヶ
原

鉢
巻
の
農
夫
鼻
唄
畑
を
打
つ

髙
野　

邦
子

卒
業
歌
伴
奏
の
子
も
泣
き
な
が
ら

ゆ
き
ず
り
の
人
も
加
は
り
つ
く
し
摘
み

中
里　

君
子

制
服
の
胸
華
や
か
に
卒
業
す

颯
爽
と
銀
輪
の
列
風
光
る

西　
　

節
子

春
灯
や
奥
に
読
経
の
僧
一
人

古
タ
イ
ヤ
花
壇
と
な
り
て
菫す
み
れ

咲
く

西
坂　

民
江

咲
い
て
よ
し
落
ち
て
華
や
か
庭
椿

啓
蟄
や
白
壁
登
る
て
ん
と
虫

皆
越　

正
章

し
て
い
ま
す
。

　

歩
こ
う
会
は
春
秋
４
〜
６

回
、
４
〜
５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を

設
定
し
な
が
ら
歩
き
、
社
会
見

学
も
加
え
て
健
康
と
社
会
勉
強

を
コ
ラ
ボ
さ
せ
て
い
ま
す
。
交

通
費
は
一
人
に
つ
き
２
０
０
０

円
、
主
な
行
き
先
は
キ
ュ
ー
ピ

ー
伊
丹
工
場
、
明
治
ヨ
ー
グ
ル

ト
館
、
花
王
エ
コ
ラ
ボ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
、
大
阪
造
幣
局
、
阿
倍

野
防
災
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
す
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
部
は
地
域
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
で
定
期
的
に
慰
問

し
、
民
踊
部
が
地
元
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す

る
な
ど
地
域

と
の
つ
な
が

り
も
深
め
て

い
ま
す
。

　

会
員
の
健

康
寿
命
を
延

ば
す
た
め
、

昨
年
２
回
に

わ
た
っ
て

「
健
康
寿
命

の
び
の
び
教
室
」
を
開
き
、
専

門
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
で
脚
、
腕

の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

い
、
認
知
症
予
防
の
話
も
聞
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
行
事
は
成

果
を
挙
げ
る
た
め
、
今

後
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

（
校
区
長　

大
嶋　

二
郎
）

鶴山台南校区
18

和泉市消防本部

和泉警察署からの

　　　　お知らせ
　オレオレ詐欺の犯人から電話がかかってきた際に、だまされたふりをして
犯人検挙に協力していただける方を募集しており、協力していただける皆さ
んを《和泉だましかえし隊「だまふりＧメン」》といいます。

《和泉だましかえし隊「だまふりＧメン」》

▶「だまふりＧメン」の役割
登　録

※登録条件
　和泉市内（和泉署管内を含む）
　居住者で、年齢が65歳以上の方

①「わかった」等と答え、
　だまされたふりをする。
②電話を切った後、和泉署へ
　連絡を入れる。
③その後の対応について、
　警察から説明を受ける。

抑止・検挙に繋がる

息子を装う電話が
かかってきたら…

詐欺の犯人に、
「和泉はだまふりＧメンがいるし、電話をかけるのはやめよう」
と思わせ、詐欺犯人の排除にも繋げたいと思います。
ぜひ、この機会にたくさんの方のご登録をお願いします。
※登録者のお名前は非公開です。

お問い合わせ先…和泉警察署 生活安全課 防犯係

☎0725−46−1234

新年会で団体演舞する「社交ダンス水曜会」

昨年、揃って入会した「楽唱会」の皆さん

「トリコロキューブ」で世代間交流

昨年、新たに誕生した「卓球部」

自然と歴史を感じる「歩こう会」（奈良県・馬見丘陵公園）

慰問演奏をする「ハーモニカ部」

「健康のびのび教室」で楽しく脳トレ

消火訓練の様子

救助訓練の様子

「全国消防救助技術大会」に出場
防災訓練で応急手当を指導

子どもとふれあう
「スクイーン」と「ケスンジャー」
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私たちは、和泉市老人クラブ連合会の活動を応援しています
心療内科・精神科・内科

（0725）54ー1380

午後 1 ：00～ 4 ：00
午前 9 ：00～12：00
診 療 時 間 月 火 木 金 土 日・祝水

和泉市箕形町6－9－8（南海バス箕形バス停西へスグ）
電話予約が必要です

（財）日本医療機能評価機構認定

和泉中央病院

もの忘れ外来 認知症治療入院 等
デイケア・デイナイトケア・認知症デイケア

（0725）54ー2075
和泉市緑ヶ丘一丁目１１番１６号　門忠ビル１Ｆ

ケアプランセンターミット

もの忘れ・介護・認知症に関する
各種相談をお受け致します。

（月）～（金）
午前１０時～午後４時
☎（０７２５）５４－１２７６
受付時間 午前９時～午後10時

もの忘れ
ホットライン

和泉市のぞみ野2丁目5-11

TEL（0725）50ー5055
泌尿器科むかいクリニック 和泉市インターネット検索

咲花病院向かい

泌尿器科 

むかいクリニック 

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● ※ ● ● ●
● ● ／ ● ● ／

日・祝
／
／17 00 ～： 20 00：

9 00 ～： 12 00：

ー膀胱炎、尿に関するお悩みなどー

http://mukai-urology.com/

休診日　水曜午後・土曜午後・日曜・祝日
※10：00～13：00 いちごいちえ介護サービス

ふれあいデイサービスいちごいちえ

（0725）56ー0031 FAX56ー0061
和泉市伏屋町2－5－２

福祉用具レンタル・販売

地域密着型通所介護

介護リフォーム

住まい・生活支援町の便利屋さん

いちごいちえケアプランセンター 居宅介護支援 和泉市唐国町１－９－２ （0725）53－5588

故人様との大切な時間をゆっくりと
お過ごし頂く事ができます。

家族葬・親族葬
法事・法要まで
真ごころをこめて
お手伝いさせて
いただきます。
【24時間対応】

和泉市唐国町4丁目15番56号

社会福祉法人　 葛 城 会

（0725）53ー1126（代）

唐国園特別養護
老人ホーム

〒594ー0031 和泉市伏屋町5ー1ー25
TEL（0725）57ー8208 FAX57ー8207

医療法人 佑絢会 グランデージ和泉

サービス付き高齢者向け住宅

ひとつ上の暮らしがある
安心のわが家

医療法人 井上歯科医院

いぶきのデンタルクリニック
Ibukino Dental Clinic

歯科 ・ 小児歯科 ・ 歯科口腔外科 ・ 矯正歯科

（0725）57ー8241
和泉市いぶき野2ー11ー7

http://www.ibukino-dc.com

最終受付は診療終了の30分前となります。

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ／ ○ ○ ○

日・祝
／
／14 30 ～： 19 00：

9 30 ～： 13 00：

TEL（0725）53ー1555

やさしく生命をまもる

Kinshukai

いのち

アルコール依存症・高齢者
精神障がい者の治療で

皆様に選ばれる病院をめざして

精神科 ・ 心療内科 ・ 内科 ・ リハビリテーション科
許可病床数 444床（精神科291床、アルコール63床、介護療養型90床）

和泉市唐国町４ー15ー48

http://www.shinizumi-hp.or.jp/

医療法人　聖和錦秀会

阪和いずみ病院
せいわ

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

２
０
２
０
年
に
東
京

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
続

い
て
、
大
阪
万
博
も
誘
致
活
動
が
活
発
化
し
て

お
り
、
有
力
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
50
年
前
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
時
は
高
度
経
済
成
長
期
で
も
あ
り
、

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
が
普
及
し
は
じ
め
、
人
々
の
生

活
が
大
い
に
華
や
ぎ
潤
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
始
ま
る
こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
、
高

画
質
の
4
Ｋ
テ
レ
ビ
な
ど
、
よ
り
美
し
く
、
よ

り
鮮
明
さ
が
追
求
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。迫
力
あ
る
画
面
が
楽
し
く
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
聞
紙
面
も
美
術
・
文
化
写
真
な
ど

を
中
心
に
カ
ラ
ー
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
よ
り
親
し
ま
れ
る

広
報
紙
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
老
連
広
報
部
で

種
々
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

結
果
、
編
集
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
博
報
社

の
並
々
な
ら
ぬ
全
面
的
な
ご
協
力
に
よ
り
、
本

年
度
よ
り
紙
質
を
コ
ー
ト
紙
に
変
更
の
う
え
、

全
ペ
ー
ジ
フ
ル
カ
ラ
ー
化
に
よ
り
、
広
報
紙
を

一
新
し
て
発
行
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、よ
り
読
み
や
す
い
記
事
づ
く
り
の
た
め
、

行
事
・
イ
ベ
ン
ト
の
取
材
に
、
編
集
記
者
の
派

遣
も
い
た
だ
き
、
充
実
を
図
れ
る
予
定
で
す
。

　

会
員
投
稿
欄
も
、
今
後
鮮
明
な
紙
面
を
活
か

し
た
写
真
・
書
・
絵
画
・
そ
の
他
作
品
も
、
ど

し
ど
し
掲
載
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
多
数
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
会

員
皆
さ
ま
の
、
よ
り
身
近
で
読
み
や
す
い
広
報

紙
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
広
報
部
長
）

ご
協
賛
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
へ
の
お
礼

　

こ
の
た
び
は「
す
こ
や
か
和
泉
」第
40
号

の
発
刊
に
あ
た
り
広
告
掲
載
の
ご
協
賛
を

賜
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

暑
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
お
元
気
で
ま

す
ま
す
の
ご
隆
盛
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
引
き
続
き
、
一
層
ご
支
援
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

和
泉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

編
集
後
記

青葉はつが野校区　中田　治久

「ポピー（環境公園）」

「桃と工場（鍛治屋町）」

老人クラブの写真サークルで大勢の仲間と活動してい
ます。年齢・性別・キャリアは多岐にわたっています。

「フィラメント」

「春の宵」

青葉はつが野校区　立石　照男
朝夕の散歩時に日常の空間から感じ取れる、

“日常の中の非日常”を表現できればと思っています。「航路」

南松尾校区　大塚　繁子
主人の勧めで水彩画を始め
て、もう10年近くになり
ます。その中でも下の「航
路」は、私が一番気に入っ
ている作品です。 「年輪」


